




妊娠中の母体の変化は生理的ではあるがその素質があるときは諸種合併症を発症しやすい。

特に妊娠中毒症や内分泌疾患などは母児ともに生命に影響を与えることが多く,またたと

え軽症であっても児の発育遅延その他の障害を起こすことが多い。妊娠による身体的変動

のほか,結婚による新しい環境での不適応は情緒不安定の傾向を増加させ,特に第一子の妊

娠や分娩に際し看護や妊娠管理への非協力や微弱陣痛,遷延分娩などの異常を来すことが

ある。産科外来における一般的検診でも,このような心理的影響を有する患者を,母親学級

や面接などでケアーしいくぶんなりとも異常を予防することは障害児の出生を防止するこ

とに連り意義あるものと考えられる。 

今回,私は普通のどこにでもみられる家庭内での人間関係の不協和のあと,妊娠中毒症と内

分泌疾患の両方を発症し,入院治療および帝王切開により未熟児を分娩,幸いその後の経過

は順調で健児を得,本人の合併症も間もなく全治した症例について,心理テストおよびカウ

ンセリングを行って発症前後の心的背景を観察したので報告する。 


